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潜水観察による人工魚礁の実態について－ＸⅢ*’
坊津町沖合海域の場合
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Abstract

Onthespotunderwaterobservationswerecarriedoutontheconcreteblocksubmergedat
theoffseaofBounatsuTown,withthefollowingresultsobtaine.．

（１）Ｔｈｉｓtime,observationsweremadeonthereefsubmergedintheAkimeBaywiththe

waterdepthmeasuring52-55m;thisisabigscalereefconsistingofamixtureoftheold
blocks(1.5ｍ)3andthenewonesdepositedontotheoldones(lm3).Ｔｈｅshapeofreefshows

two-dune-type,ａｔｔｈｅｄｅｎｔｅｄｐａｒｔｏｆｗｈｉｃｈｉｔｗａｓｐｏｓsibleforustoobservesomeschoolsof

seabream;BarfacecardinalfishApQgひれＳｃ”伽gzz蝿RedseabreamCﾉ"@ysoP肋店？”此aswell

asabigschoolChickenGruntRz抑伽伽”加伽e伽加,presumablyweighingnolessthan
twotons．（Observedonl4th,Marchl981)．Concemingthegatheringeffectsofthereefonto

thefishschools,theoldandsmallsizedblocksshowedbettereffectsthanothers・Andinthe

caseofthenewlydepositedlargersizedones,ａｌｏｔｏｆｔｈｅｍｗｅｒｅｏｂｓｅｒｖｅｄｔｏｈａｖｅｂｅenin

ahalf-collapsedcondition．

（２）Ｉｎｔｈｅｃａｓｅｏｆｔｈｅｓｍａｌｌｓｃａｌｅｄｒｅｅｆｃonsistingofblockssubmergednewlyatthe

sea-frontswiththedepthmeasurｉｎｇ３２ｍｏｆｆａｃａｐｅ,namedlnumodori-banastandingatthe
SouthemendofBounotsuTown,thereefshowsthree-dune,type,ａｎｄａｔｔｈｅｄｅｎｔｅｄｐａｒｔｏｆ

ｗｈｉｃｈｗｅｃｏｕldobservesomeschoolsofBarfacecardinalfishApQgo〃ｓｇ”伽”妬，Grunt

助c/Ｍ２y"cﾉz妬ｃ加蝿ａｎｄＲｏｃｋｂｒｅａｍのﾉ29'2α肋zｨｓ伽吻如S,ａｓｗｅｌｌａｓａｂｉｇｓｃｈｏｏｌｏｆ

ＣｈｉｃｋｅｎＧｒｕntRz”沈助o加α捌伽”如加,presumablyweighingtwotons.(Observedonl3rd，

Marchl984)．

（３）Thegatheringpattemsoftheschoolｓｏｂｓｅｒｖｅｄａｔｔｈｅｔｗｏｋｉｎｄｓｏｆｒｅｅｆａｒeas

follows:、itisatthedentedpartthattheschoolofChickenGruntRz岬伽伽”〃伽α如加，

ｇａｔｈｅｒｓａｎｄｉｔｉｓａｔｔｈｅｔｏｐｏｆｔｈｅｓａｄdle-backpartofthedunesituatedattheupward
directionofthetide､currentthataschoolofBarfacecardinalfishAPQg”ｓｇ”伽”/z4s

gathers．

本研究は昭和56～58年度の坊津町受託研究費によるものである．
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坊津町の地先海面には数多くの人工魚礁と築磯が設置されており，沿岸漁業の漁場として

盛んに利用されている．今回，これらの魚礁群の中から魚礁規模と設置水深を異にする２個

所の並型魚礁について潜水観察を実施したのでその結果について報告する．

設置の概要と観察方法

当海域の人工魚礁(魚礁と呼ぶ）は，昭和37年以後現在まで11個所に設置されている（Fig.
１，Tableｌ)．寸法別にブロック数をみると，１ｍ角コンクリートブロックは８個所計1590

個，1.5ｍ角コンクリートブロックは３個所計412個でブロック数は総計2002個となっている．

築磯は13個所に設置，その内訳はコンクリートブロック2641個，石材127,3である．なお

Tablelの備考に３年間に亘って調査した魚礁と築磯を示す．

潜水観察した魚礁は，秋目湾北部のＳＢ－８，９魚礁と南部の犬戻鼻沖のSB-10魚礁である．

観察はＳＢ－８，９魚礁を昭和56年３月14日，SB-10魚礁を昭和57年10月30日と昭和59年３月１３

日の２回にかけて夫々 実施した．観察は従来と同じ手法1)'2)により，魚礁の形態，埋没，魚
群の婚集状況,付着生物等を調べた．また音響測深儀と海底面超音波探査装置(ＮＥＣ製，ＮＥ

－７０Ｂ型，略称ボトムソナー）により魚礁及びその周辺の海底面の状態を調べた．
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Fig.１．ShowingthepositionofthereefsofｆｓｅａｏｆＢｏｕｎｏｔｓｕＴｏｗｎ．

□:Concreleblockreef(SB-1～１２）

△:Artificiallobsterbank(ＳＢ－１'～12'）
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13rd，Marchl981

30th，０ct・l982

16th，Sep､１９８２

l3rd，Marchl981

Ｆ､Ｃ､：Fisheriescooperative

ＳB－８，９魚礁（Fig.２，Table２，Ｐｌａｔｅｌ）

秋目湾の北部に位置するこの魚礁は，昭和49年投入の１ｍ角ブロック307個(ＳＢ－８魚礁）

と昭和52年投入の１．５ｍ角ブロック124個（ＳＢ－９魚礁）計431個からなる新旧混成のコンク

リートブロックの並型魚礁である．魚礁は南に向かって漸深となっている斜面上にあり，そ

の深さは52～55ｍで並型魚礁としてはかなり深いクラスのものである．海底面は小石が散在

し砂蓮が形成されている．
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魚礁の形態は典型的な２山型をなし,南北の最大長80ｍ,東西方向25～４５ｍ,頂部の海底か

らの高さはブロック３段積みの約４ｍと２段積みの約３ｍである。北側の山の部分は１ｍ

角ブロックが多く，南側の山の部分は１ｍ角ブロック群上に1.5ｍ角ブロック群が累積した

状態となっている。水深の深い為か１．５ｍ角ブロックに半壊状のものや亀裂を生じたものが

多く認められた.亀裂は１ｍ角ブロックにも多くみられるがそのほとんどはブロック上面の

隅部に生じている。埋没は約10ｃｍ，洗堀現象はない．付着物はブロックの上面に薄く浮泥

状のものが推積しており，生物としてはフジツボ，ウミトサカ，ウミシダ，カイガラソウ等

を観察したが，いずれも貧相である．

帽集魚はイサキ，コショウダイ，マダイ，ミギマキの大型魚の他カゴカキダイ，ウマヅラ

Ｚ ノ１４１h.Ｍａｒｃｈ，1981
３５ｍ

,ﾉﾉﾉ
13『qMarchl984ｌざ30thOCt･l982p

／

１

Table2Thegatheringfishesontheeachartificialreefontheoffshore

ｏｆＡｋｉｍｅＢａｙ（14th，Marchl981）

１

－ム５ｍ・

Fig.２.Schematicgatheringcon‐

ditionaroundofSB－８，９ｒｅｅｆ
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ハギ，ネンブツダイ等である．中心となる魚種はイサキで，推定量２トン，体型20～25ｃｍ

で,Ｐｌａｔｅｌにもみられる様に,魚礁の略中央部に形成されている凹みを中心に主として１ｍ

角ブロック群の礁上をゆっくりした速さで移動していた．またイサキ群が大型のブロックで

ある１．５ｍ角のものより,小型のブロックの１ｍ角のものに良く付く現象は注目に価する．こ

の他ネンブツダイとウマヅラハギが３段積みの頂部付近に上下に棲みわけして占位していた

Table３．Thegatheringfishesontheeachartificialreefontheoffshore

oflnumodoribana（SB-10）

Dateobserved

30th’０ct､１９８２

15th，Marchl984
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が，両群とも潜水者に対して敏感に反応した．

SB-10魚礁（Fig.３，Table３，Platell～Ⅲ）

坊津町の南部に位置する犬戻鼻の沖合に設置されている魚礁で，設置年は昭和55年，規模

は1.5ｍ角ブロック146個である．水深は32ｍ,周辺の海底は細砂，略平坦で砂蓮が形成され

ている．砂蓮は波長約1.5ｍ,波高約２０ｃｍである．埋没はほとんどみられない．付着生物は

フジツボの他ウミシダ，ヒトデ，アツバカリメニア等であるがいずれも貧相である．魚礁の

形態は略南北に長い形をとる３山型でその最大長は約50ｍ,頂部の海底からの高さは約４ｍ

の略３段積みとなっている．

婚集魚の状態については昭和57年10月の観察結果をFig.３の左図に，昭和59年３月の観察

結果を右図に示した．先ず昭和57年１０月の観察ではキビナゴが汐上みの凹みの上に，ネンブ

ツダイが汐上みの頂部付近を中心に各頂部に夫々大群を形成，大型魚は体長40～50ｃｍのヒ

ラマサ，体長50～60ｃｍのコショウダイ，体長40ｃｍのイシダイが観察された．しかしこれら

の大型魚群はいずれも視界からかなりの速さで去り潜水者に対して敏感な反応を示した．な

お魚礁の東西方向には天然礁があり，また水中視程は30ｍ以上と漁場環境は極めて良好で

あった．次に第２回目の昭和59年３月の観察では汐上みの頂部にネンブツダイの大群，２個

所の凹部にイサキの大群が夫々占位，この他10～20尾の群としてウマヅラハギ，コショウダ
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イ，イシダイ，イシガキダイ等が認められた.イサキ群は体長約２０ｃｍと体型が良く密度も相

当に高くその量は１トン以上と推定される．このイサキ群の魚礁への帽集行動は他魚種には

見られない独特のもので，前項のＳＢ－８，９魚礁の場合と同様，海底からの高さの低い魚礁

の凹部を中心に，礁上約２ｍからブロック内にかけて同一方向にゆっくりした速さで群泳

していた．なお前回の観察ではキビナゴ，ヒラマサ，ヒラアジ等の存在が目立ったが，今回

は１尾も観察されなかった。この時の気象は風向ＳＥ，風力１，全曇，気温14.0℃，表面水温
15.0℃であった．

音響測深儀の記録（Fig.４～5）

Fig.４の記録によると，ＳB－８，９魚礁は水深５２ｍより５５ｍのゆるやかな斜面上に設置さ

れており，ブロックは略３段積みの２山型であることがわかる．魚礁の中央部付近の盛り上

りは潜水観察の結果からイサキ，ネンブツダイ群の記録のようである．Fig.５の記録では魚
礁の平面的形態及び周辺の海底面の状態が記録されているが，これより水深の深い割にはブ
ロックがうまく集積されている状態を見ることが出来る．Fig.５－１に示すSB-10魚礁の記録

では，魚礁は高さの低い細長い形をなし，周辺の海底は平坦ながら発達した砂蓮が形成され

ていることがわかる．次に以上の３魚礁の他にボトムソナーのみで調査した２個所の魚礁群

の記録を紹介すると，Fig.５－２に示す様である．いずれの魚礁も水深が60ｍから80ｍと深い

ためかブロック群は広範囲に散在した状態となっている．

考 察

当海域は複雑な海岸線と数多くの天然礁を有し県下随一の釣場として賑わっている．この

事実は来遊魚や根付資源が豊富であることを示している．地先海面が急深であり，また設置

水深が深すぎる難点があるが，魚礁や築磯の設置事業は立地条件を巧みに利用して積極的に

推進されてきている．因みにその魚礁規模をみると，コンクリートブロックの総個数は鹿屋
市のそれと殆んど同数であり，如何にその規模の大きいかを知ることが出来よう．当然のこ

とながらこれらの魚礁群に多くの魚群の来遊が予想されるが，今回の潜水観察よりその状態
を立証することが出来たようである．

研究の対象とした３魚礁はいずれも典型的な２山型もしくはそれに近い形態を有し，これ
まで観察した２山型の魚礁3),4)と略同様の魚群を婿集させているようである．特にイサキに
ついては，観察年は異なるが，非常に多くの量を婚集せしめており，占位場所も同じ凹部を

中心とする部位であったことは興味深い.またSB-10魚礁では,観察時を春,夏と異にすると，
婿集魚種もネンブツダイとウマヅラハギを除いて大きく変ることを知ることが出来た．なお

今後の魚礁設置事業としては，とりあえず水深の深い久志湾と坊津沖の魚礁のブロックが広
く散在している現状であるので，今後追加投入して所々 に山型を設ける必要があろう．
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要 約

坊津町沖合に設置されているコンクリートブロック魚礁について潜水観察を実施した結果，

次のような知見を得た．

（１）秋目湾の水深52～55ｍに設置してある魚礁は,古いブロック群の上に新しいブロック

群を投入して出来た規模の大きな魚礁である．魚礁の形態は２山型をなし，凹みには推

定２トンのイサキの大群の他，ネンブツダイ，マダイ等を観察した（1981年３月14日)．

魚群の魚礁への付きは，古い小型のブロック群の方が良好である．また新しい大型のブ

ロック群には半壊したものが多く認められた．

（２）坊津町の南端にある犬戻鼻の沖合,水深32ｍに設置してある新しいブロック群の魚礁

は３山型の形態を有し,凹みには推定１トンのイサキの大群の他,ネンブツダイ，コショ

ウダイ，イシダイ等を観察した（1984年３月13日）

（３）両魚礁において観察した魚群の類似した婚集行動は，イサキが魚礁の凹みに，ネンブ

ツダイが魚礁の汐上み側の頂部に夫々密群を形成していることである．

この研究は昭和56年度より昭和58年度にかけ，坊津町の委託を受けて実施した漁場調査を

もとに整理したものである．調査の遂行に当り御助力をいただいた坊津町長原多計志氏を

始め同町水産課長及び課員御一同，同町各漁業協同組合長及び組合員御各位に深く感謝申し
上げる次第である．
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